
更新日 2026年1月30日 

小牧商工会議所 2026 年度日商珠算（そろばん）検定試験募集要項 
 

 

＜試験日程＞ 

 
第237回 第238回 第239回 

 

 

試 験 日 2026年6月28日(日) 2026年11月1日(日) 2027年2月14日(日) 
 

 

申込受付 5月11日(月)～5月27日(水) 9月7日(月)～9月24日(木) 12月21日(月)～1月13日(水) 
 

 

合格発表 7月6日(月) 11月9日(月) 2月22日(月) 
 

 

合格証書 

交  付 
7月27日(月)～8月7日(金) 12月7日(月)～12月18日(金) 3月15日(月)～3月19日(金) 

 

 

※珠算塾を通じて受験申込する場合の申込期限は、夫々の塾に確認してください。 
 

＜試験会場、試験会場時間、制限時間＞ 

・小牧商工会議所会館  ※会場は主催者が決定し、当日発表します 

・試験開始時間は、受験票返却の際に連絡します。 

 試験開始時間10分前までに各会館１階ロビーへ集合してください。 

・試験時間は各級とも30分間です。 

・遅刻（試験開始後に試験会場へ入場する）は認めません。トイレなど途中退席後の再入場もで

きません。 

・試験会場には、受験者本人以外は入場できません。 
 

＜受験料、合格基準＞ 

 受験料(消費税込) 合格基準 

１級 2,800円 ・みとり算、かけ算、わり算の総合得点にて審査します。 

 各級の満点は３００点とし、得点２４０点以上を合格とします。 

・１級全種目満点合格者は、別に定める手続きによって１回に限り

表彰します。 

２級 2,000円 

３級 1,800円 
 

＜受験資格＞ 

・学歴、年齢、性別、国籍等の制限はありません。 
 

＜申込方法＞ 

・受験申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて小牧商工会議所へお申し込みください。 

 なお、珠算塾を通じて受験申込する場合は、夫々の塾に確認してください。 

・受験申込書の郵送は受け付けません。 

・受験申込書への記入は、原則として受験者本人の自筆とします。 

・一度申し込んだ受験料の返還、試験日の延期は認められません。 
 

＜合格発表＞ 

・小牧商工会議所ホームページhttp://www.komaki-cci.or.jp/kentei/にて、受験番号のみ発表し

ます。ホームページでの合格発表は発表当日の12時ごろとなります。 

・珠算塾を通じて受験申込した場合は、塾宛に郵送等で発表します。 

・試験の合否について、電話等でのお問い合わせはお断りします。 

・受験者本人からの求めでも、答案の公開、返却には一切応じられません。 

・新聞等に合格者氏名、塾名等を掲載する場合があります。 

 

http://www.komaki-cci.or.jp/kentei/


＜合格証書交付＞ 

・小牧商工会議所にて、受験票と引き換えに交付します。なお、珠算塾を通じて受験申込した場

合は、珠算塾にて交付します。 

・合格証書の保存期間は、試験施行日から１年間です。この保存期間経過後は処分します。 

 また、合格証書の再発行はできません。 
 

＜受験者への注意事項＞ 

当日の持ち物 

①受験票 

②氏名、生年月日、顔写真のいずれも確認できる身分証明書（運転免許証やパスポートなど） 

 但し、小学生以下の方は身分証明書は不要。 

③筆記用具（消しゴムの試用は禁止）及びそろばん 

試験中の禁止事項 

・次に該当する受験者は失格とし、試験途中で受験を断るとともに、今後も受験を認めないなど

の措置を取ります。 

 試験委員の指示に従わない者、教え合ったりメモを見るなど不正行為する者、答案用紙を持ち

出す者、本人の代わりに受験する者、他の受験者への迷惑行為、暴力行為や器物破損など試験

に対する妨害行為をする者、その他の不正行為を行う者。 

・試験の施行後、不正が発覚した場合も当該受験者は失格とし、今後の受験を認めないなどの措

置を取ります。 

・試験中の飲食、喫煙はできません。 

その他 

・試験問題の内容、採点内容及び採点基準・方法についての質問には、一切回答できません。 

・申込書及び受験料は返還しません。但し、台風・地震・洪水・津波等の自然災害または火災・

停電・その他不可抗力による事故等の発生により、やむをえず試験が中止された場合、または、

台風・地震・洪水・津波等の自然災害または火災・盗難等により答案が喪失・焼失・紛失し、

採点ができなくなった場合は、当該受験者に受験料を全額返還致します。なお、これにともな

う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任を負いません。 

・同一回の検定試験においては、同級の重複受験は認められません。 
 

＜お問い合わせ＞ 

・小牧商工会議所 中小企業相談所 

  〒485-8552 小牧市小牧五丁目253番地 TEL:(0568)72-1111 

  受付時間 午前９時～午後５時  休業日 土・日・祝日、12/29～1/3 

・小牧珠算連盟（珠算検定委託先） 

  〒485-0828 小牧市小松寺一丁目177 名和学園内 TEL:(0568)77-6530（試験前日・当日のみ） 
 

＜リンク集＞ 

・日本商工会議所検定      http://www.kentei.ne.jp/ 

・小牧商工会議所検定試験情報  http://www.komaki-cci.or.jp/kentei/ 
 

＜試験会場へのご来場について＞ 

 車で来場しても構いませんが、検定試験また

は検定試験以外の行事で会場施設の利用者が多

い場合は、駐車場が混雑したり満車になること

もあります。 

 時間に余裕をもってお越しください。 

 

 

 

 

 

http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&q=%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C%E5%B0%8F%E7%89%A7%E5%B8%82%E5%B0%8F%E7%89%A7%E4%BA%94%E4%B8%81%E7%9B%AE253%E7%95%AA%E5%9C%B0&lr=lang_ja&um=1&ie=UTF-8&hq=&hnear=%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C%E5%B0%8F%E7%89%A7%E5%B8%82%E5%B0%8F%E7%89%A7%EF%BC%95%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%92%EF%BC%95%EF%BC%93&gl=jp&ei=s4xiS7DmNY3i7APpyeQY&sa=X&oi=geocode_result&ct=title&resnum=1&ved=0CAwQ8gEwAA
http://www.kentei.ne.jp/
http://www.komaki-cci.or.jp/kentei/


 

日商珠算（そろばん）検定 1・2・3 級試験受験者への注意 
 

制定 昭和 28年 4月 1 日 
改定 昭和 33年 3月 1 日 

昭和 42年 4月 1日 
昭和 54年 4月 1日 
平成 3年 4月 1日 
平成 13年 4月 1日 
平成 14年 4月 1日 
平成 16年 4月 1日 
平成 25年 4月 1日 
平成 31年 4月 1日 

 

1.試験開始時刻を間違えないように注意してください。時間に遅れると原則受験できません。 

2.受験者は、試験開始時刻までに入場し、指定された席につく。 

3.受験するときに持参するもの。 

（1）受験票   （2）筆記用具   （3）そろばん 

（4）氏名、生年月日、顔写真のいずれも確認できる身分証明書（運転免許証、旅券（パスポ 

   ート）、社員証、学生証など）。但し、小学生以下の方は身分証明書は不要。 

4.答案記入上の注意 

（1）答は、定められた欄の中に、はっきりと書く。 

（2）答の 1 の位又は円の位以上には、3位ごとにコンマ「，」を付ける。 

（3）無名数の答は、次の例のように書く。 （例） 0.25 1,427.39 2,905,406 
（4）端数処理をした無名数の答は、次の例のように書く。 

   （例）小数第 3 位未満の端数を四捨五入したとき。 

    そろばん面      答 

    0.4595 ………0.460  0.46 
    5.2004 ………5.200 5.2（5.20とは書かない。） 

（5）端数処理をしなかった無名数の答は、次の例のように書く。 

    そろばん面 

    0.45 ………0.45 .45（0.450又は.450とは書かない。） 

    5.2…………5.2（5.20又は 5.200とは書かない。） 

（6）名数の答は、次の例のように書く。 

    （例） ￥9,528 ￥9,528. ￥9,528- 9,528 
   （￥9,528.0 ￥9,528￥ ￥9,528円 9,528￥のような書き方はしない。） 

   〔注〕答の頭には、円の記号（￥）を付けるのが原則であるが、付けなくてもよい。 

（7）答を縦に書いたり、二段に書いたりしない。 

（8）消しゴムの使用は禁止。答を書き直す場合は、その答の全部を横線で消して書き直す。 

（9）答を書き直す場合は、定められた欄の中に書けないときには、欄外に書いて、答の頭に 

   その問題の番号を○又は（ ）で囲むか、その欄又はその問題と矢印で結んで書く。 

（10）答を二つ以上書いたり、同じ数字やコンマ、小数点でも二重に書いたりなぞらない。 

（11）コンマや小数点は、数字の間に書く。数字に触れたり、数字に重ならない。 

5.その他の注意 

（1）計算開始の合図があるまでは、文鎮・下敷きなどを用いて、計算の準備をしない。 

（2）計算開始の合図があるまでは、問題用紙を開かない。 

（3）アラーム時計を使用するときは、音を出さない。 

（4）受験票をなくしたり忘れたりした場合は、試験開始前に再交付を受けて受験する。 

（5）携帯電話の電源は完全に切る。 

 


